
埼玉ＤＸ大賞実施要綱 
 

 （趣旨） 

第１条 県内事業者による優れたＤＸへの取組を表彰することで、当該事業者

の意欲を向上させるとともに、表彰式等を通じて受賞事例を広く周知するこ

とで、他の県内事業者の取組を促進するため、埼玉ＤＸ大賞を実施する。 

 （表彰の対象） 

第２条 表彰は、前条の目的に資する取組を実施している事業者に対して行う

ものとする。 

 （表彰の種類） 

第３条 県は、表彰に対し応募のあった事業者の中から、特に優秀な取組や特徴

ある取組を行っている事業者に対して、次の賞を授与する。 

 （１）最優秀賞 １件 

 （２）優秀賞  １～２件程度 

 （３）奨励賞  若干数 

２ 受賞者には賞状及び副賞を贈るものとする。 

 （審査委員会） 

第４条 前条の受賞者を選考するため、審査委員会を設置する。 

２ 審査委員会での選考は、１次審査（書類審査）及び２次選考（プレゼンテー

ション審査）とする。  

３ 審査委員会の運営に必要な事項は別に定める。 

 （表彰候補者の募集） 

第５条 表彰候補者は、ＤＸの取組を行う事業者による応募又は他の団体・事業

者による推薦により募集する。 

 （応募要件） 

第６条 表彰候補者の応募要件は、次のとおりとする。 

（１）県内に事業所を置く中小企業又は個人事業主であること。 

（２）デジタル化の取組により、生産性向上や業務効率化、新製品・新サービ

スの開発などの成果が確認できること。成果については、その効果を取組前

と取組後で可能な限り数値により比較できるものであること。 

（３）他の事業主が取り組む上での参考となり、波及効果が期待できる取組を

行っていること。 

 （表彰式） 

第７条 表彰式は、原則として毎年度１回開催するものとする。 

 

  



（協賛） 

第８条 県は、第１条の趣旨に賛同する事業者の協賛を依頼することができる。 

２ 協賛事業者は、第３条の表彰に当たり、副賞を贈呈するものとする。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、令和５年７月１０日から施行する。 


